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第４学年　国語科学習指導案
１組　計28人（男子16人，女子12人）

指導者　　帖　佐　康　博　

１　単　　　元　　説明のしかたを工夫して，分かりやすく伝える文章を書こう

　　　　　　　　　　（教材「『クラブ活動リーフレット』を作ろう」光村４年下）

２　単元の目標

　書こうとすることの中心を明確にして，写真と文章を対応させながら，段落相互の関係に注意して

文章を書くことができる。

３　単元の評価規準

国語への関心 ･意欲・態度 Ｂ　書く能力 言語についての知識・理解・技能

　分かりやすく説明

するために，写真を

選んだり，文章を書

いたりしようとして

いる。

・　文章全体の構成を理解し，書くことの中心を明確にして

書いている。　　　　　　　　　　　　　　　　　【⑴イ】

・　選んだ写真と文章を対応させて書いている。　　【⑴ウ】

・　書いたものを読み合い，書き手の考えの明確さなどにつ

いて意見を述べている。　　　　　　　　　　　　【⑴カ】

　句読点を適切に

打ったり，必要な

箇所で改行したり

して書いている。

【⑴イ ( エ )】

４　単元を貫く言語活動

　本単元を貫く言語活動として，「Ｂ書くこと　ウ　収集した資料を効果的に使い，説明する文章な

どを書く言語活動」の「クラブ活動リーフレット」を書く活動を位置付ける。この「クラブ活動リー

フレット」には，来年からクラブ活動を始める３年生のために，自分が所属するクラブの楽しさなど

を写真と文章を組み合わせて書くようにする。

　このように，３年生に分かりやすく説明するために，写真を選んだり，文章を書いたりする活動を位

置付けることで，子どもが「自分事の問い」をもって，主体的に活動に取り組むことができると考える。

５　単元について

　⑴　単元の位置とねらい

　子どもたちは，４年生１学期の「新聞を作ろう」や「自分の考えを伝えるには」で，伝えたいこ

との中心は何かを考えて材料を選択したり，目的や必要に応じて理由や事例を挙げて書いたりする

学習に取り組んできた。

　そこで，本単元においては，先行する単元「アップとルーズで伝える」の学習を生かし，伝えた

い意図に応じてふさわしい写真を選択したり，写真に対応する説明の文章を書いたりして，リーフ

レットにまとめるようにする。相手意識と目的意識を明確にもたせてリーフレット作りに取り組む

ことで，「書こうとすることの中心を明らかにし，写真と文章を対応させながら，段落相互の関係

に注意して書く力」を身に付けることができるようにする。

　ここでの学習は，本で調べて報告する文章を書く３学期単元「本で調べて，ほうこくする文章を

書こう（教材『わたしの研究レポート』）」の学習につながっていく。また，他教科や他領域の学習

活動の中でも，分かりやすい説明的文章の書き方として適用することができる。

　⑵　教材について

　教材「『クラブ活動リーフレット』を作ろう」では，まず単元冒頭でクラブ活動の楽しさなどを

写真と文章で分かりやすく説明するリーフレットを作る，という学習の流れを示している。続いて，

相手意識と目的意識が明確になるように，説明する相手と内容を決める活動が設定されている。ま

た，文章は「初め」「中」「終わり」の構成にし，内容のまとまりごとに段落を分けたり，複数挙げ

たクラブ活動のよい点からリーフレットに書く内容を絞り，それに対応した写真を使ったりするよ

うに示している。これらのことから，本単元に位置付けた言語活動である「クラブ活動リーフレッ

ト」作りを通して，目指す国語の能力を身に付けるために適した教材である。
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　⑶　子どもの実態（調査日　平成27年９月８日　調査人数28人）

　　　本単元の内容に関わる子どもの実態については，以下のとおりである。（数字は人数）

【調査１】構成に関する指導事項【「初め」「中」「終わり」の段落構成】（複数回答）

「初め」「中」「終わり」の段落構成を理解している（23）　「初め」「中」「終わり」の段落構成の理解がもう少しである（5）

【調査２】記述に関する能力【書いて分かりやすく伝えるために大切なこと】（複数回答）

分かりやすい言葉を使う（8）　きれいに書く（7）　正しく句読点を打つ（6）　写真や図を用いる（6）

主述の関係に気を付ける（6）　段落を分ける（5）　文末表現をそろえる（3）　無答（2）

【調査３】交流に関する能力【書き方のよさについて意見を述べること】

書き方のよさについて意見を述べることができる（23）　書き方のよさについて意見を述べることがもう少しである（5）

【調査４】交流に関する能力【自分の書き方と学習過程を関係付けて意見を述べること】

自分の書き方と学習過程を関係付けて意見を述べることができる（20）　自分の書き方と学習過程を関係付けて意見を述べることがもう少しである（8）

６　指導に当たって

　⑴　「自分事の問い」をもつための手立ての充実（単元導入・本時の手立て）【研究内容１】

　単元の「つかむ・見通す」過程において，３年生にとったクラブ活動へのアンケート調査の結果

を提示することで，クラブ活動リーフレットを作ることへの意欲を高めることができるようにする。

そして，自分が所属するクラブの楽しさを紹介する文章を書く試行の活動を行い，友達と読み合う

ことで，「どんなことを書いたら分かりやすい説明になるかな。」，「どんな書き方をしたら分かりや

すい説明になるかな。」といった「単元を貫く『自分事の問い』」をもつことができるようにする。

　本時においては，前時までの学習を想起したり，リーフレット作りの進捗状況や学習計画表から

本時の学習の位置付けを確かめたりすることで，子どもが「一単位時間の『自分事の問い』」をも

つとともに，解決の見通しをもって主体的に学習に臨むことができるようにする。

　⑵　「自分事の問い」の解決につながる「学び合い」（本時の手立て）【研究内容２】

　以下の手立てを工夫することで，子どもが「自分事の問い」の解決につながる「学び合い」に主

体的に臨むことができるようにする。

過程 手立て 「自分事の問い」の解決につながる「学び合い」の手立ての工夫

ま
と
め
る

目的と
視点

　「学び合い」の進め方を電子黒板で確認することで，子ども一人一人がグループでの
「学び合い」の目的（分かりやすく伝えるための説明の仕方の工夫を確かめるため）と
視点（書き方や内容を比較したり，評価したりする）をもつことができるようにする。

方法
（形態）

　同じクラブの子どもでグループを構成することで，書き方や内容等の共通点や相違
点に気付き，自分の考えを強固，付加・修正することができるようにする。

教師の
関わり

　「『学び合い』想定シート」を基に，「学び合い」が停滞しているグループに，学習過
程や分かりやすく説明するために工夫したことを問い掛けるようにすることで一人一
人の気付きを促し，考えを強固，付加・修正することができるようにする。

広
げ
る

教師の
関わり

　「『学び合い』想定シート」を基に，子どもが身に付けた説明の仕方の工夫に対して
称賛することで，子どもが本単元での自己の変容を実感できるようにする。

　⑶　自己の変容を実感できる評価の在り方（本時の手立て）【研究内容３】

　　　以下のような手立てをとることで，子どもが自己の変容を実感することができるようにする。

手立て 自己の変容を実感できる評価の工夫

子どもの
自己評価

○　単元導入時に書いた文章と単元の終末に完成したリーフレットの文章を比較し，書
いた内容を学習過程と関係付けたり，友達との「学び合い」を通して感じたりしたこ
とを「分かったこと」「できるようになったこと」「変わったこと」の観点で記述し，
自己の変容を実感できるようにする。

○　本単元で身に付けたことを今後「生かしたいこと」の観点で記述できるようにし，
他教科や実生活での活用の見通しをもつことができるようにする。

教師の
関わり

　「単元構想シート」を基に，身に付けたい学習内容に関わる気付きや考えを適宜称賛す
ることで，自己の変容を実感できるようにする。
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７　指導・評価計画（全８時間）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 重点評価項目

過程
単元を貫く

言語活動

主 な 学 習 活 動

（自己評価の観点）
 単元を貫く「自分事の問い」

 一単位時間の「自分事の問い」

教 師 の 指 導 ・ 評 価

◇ＩＣＴ活用

１　３年生に紹介するために，自

分が所属するクラブ活動を説明

する文章を書く。

２　書いたものを友達と読み合

い，単元の学習課題をつかむ。

　３年生にクラブ活動の楽しさ

を分かりやすく説明した「クラ

ブ活動リーフレット」を作ろう。

３　単元の学習課題の解決に向け

て課題を出し合い，「単元を貫

く『自分事の問い』」をもつ。

４　学習計画を立てる。　　　◯い

５　クラブ活動の楽しさについて

考え，リーフレットに書く内容

を決める。

６　文章の組み立てを考える。

７　分かりやすい説明の仕方につ

いて考える。　　　　　◯わ ◯で ◯か

８　リーフレットを書く。

９　書いた文章を推敲する。

10　清書して仕上げる。　　◯で ◯か

11　単元の学習を振り返る。

【本時】

○　リーフレットを読み合っ

て，感想を伝え合う。

○　自分の学びを評価する。

◯わ ◯で ◯か ◯い

○　３年生がクラブ活動に大きな関心を

もっているというアンケート結果を提

示することで，クラブ活動について説

明することへの意欲を高めることがで

きるようにする。

○　試しの文章を書き，課題を友達と話

し合うことで，「単元を貫く『自分事

の問い』」を見いだすことができるよ

うにする。

○　リーフレットの見本を用意すること

で，その形式や特徴を捉えることがで

きるようにする。

　分かりやすく説明するために，写真

を選んだり，文章を書いたりしようと

している。

【国語への関心・意欲・態度：発言，ノート】

○　同じクラブに所属する子ども同士で

話し合うことで，自分では気付くこと

のできなかったクラブの楽しさに気付

くことができるようにする。

○　クラブ活動の際，写真を撮っておく

ことで，リーフレットに使う写真を選

ぶことができるようにする。

○　「学びの足跡」を掲示しておくこと

で，文章を書いたり，書いた文章を推

敲したりする際，書き方のポイントと

して活用することができるようにす

る。

　選んだ写真と文章を対応させて書い

ている。　　【書く能力：リーフレット】

○　友達と文章を読み合うことで，「な

るほど。」と共感したり，「こう書けば

よかった。」と，説明の工夫などにつ

いて感想をもったりすることができる

ようにする。

◇　「学び合い」の結果を，電子黒板に

作品を提示して説明することで，書き

方や内容のよさをみんなで共有できる

ようにする。

　書いたものを読み合い，書き手の考

えの明確さなどについて意見を述べて

いる。　　　　　　　【書く能力：発言】

○　単元導入時に書いた文章と終末に書

いた文章を比較することで，本単元で

身に付けた力と自己の考えの変容を実

感できるようにする。

つ
か
む
・
見
通
す
⑵

調
べ
る
・
深
め
る
⑵

ま
と
め
る
・
広
げ
る
⑶

高
め
る
・
味
わ
う
⑴

「
書
く
こ
と
　
ウ
　
収
集
し
た
資
料
を
効
果
的
に
使
い
、
説
明
す
る
文
章
な
ど
を
書
く
言
語
活
動
」
の
「
ク
ラ
ブ
活
動
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
」

　単元を通して，

自分はどんな力を

身に付けることが

できたのかな。

※自己評価の観点　◯わ ：分かったこと　◯で ：できるようになったこと　◯か ：変わったこと　◯い ：生かしたいこと

ク
ラ
ブ
活
動
の
楽
し
さ
を
三
年
生
に
分
か
り
や
す
く
説
明
す
る
た
め
に

　３年生にクラ

ブ活動について

紹介するために

は，分かりやす

い説明が必要だ

な。

　どんなことを

書いたら，分か

りやすい説明に

なるかな。

　どんな書き方

をしたら，分か

りやすい説明に

なるかな。

　自分が入

っているク

ラ ブ に は，

どんな楽し

さがあるか

な。

　どんな写

真を使った

ら，分かり

やすい説明

に な る か

な。

　３年生に

分かりやす

く伝わる文

章になって

い る か な。

写真と文章

は，対応し

て い る か

な。

　友達はど

んな説明の

仕方の工夫

をしたのか

な。

　どんな組

み立てで書

いたらいい

かな。
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８
　
本
　
　
　
時
（
８
／
８
）

　
⑴
　
目
　
　
標

　
　

ク
ラ

ブ
活

動
の

楽
し

さ
を

分
か

り
や

す
く

伝
え

る
文

章
に

つ
い

て
，

説
明

の
仕

方
の

よ
さ

を
伝

え
合

っ
た

り
，

自
己

の
変

容
を

実
感

し
た

り
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

　
⑵
　
展
　
　
開

　
　

 は
教

師
の

言
葉

掛
け

　
 は

予
想

さ
れ

る
子

ど
も

の
反

応
　

 ♦
 は

重
点

評
価

項
目

　
☆

は
Ｉ

Ｃ
Ｔ

活
用

の
留

意
点

過
程

（
分

）
主

な
学

習
活

動
と

予
想

さ
れ

る
子

ど
も

の
反

応
教

　
師

　
の

　
指

　
導

１
　
こ
れ
ま
で
の
取
組
を
想
起
し
，
本
時
の
学
習
内
容
に
つ
い
て
話
し
合
う
。

２
　
本
時
の
学
習
課
題
を
立
て
る
。【
「
自
分
事
の
問
い
」】

３
　
解
決
の
見
通
し
を
全
体
や
ペ
ア
で
確
認
す
る
。

４
　
既
習
内
容
を
確
認
す
る
。

５
　

作
っ

た
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
と

そ
の

完
成

に
至

っ
た

経
緯

を
グ

ル
ー

プ
で

紹
介

し
合

っ
た

後
，

相
互

の
説

明
の
仕
方
の
工
夫
に
つ
い
て
感
想
を
伝
え
合
う
。【
「
学
び
合
い
」】

６
　
グ
ル
ー
プ
で
の
「
学
び
合
い
」
の
感
想
を
全
体
で
話
し
合
う
。
	

７
　
単
元
を
貫
く
「
自
分
事
の
問
い
」
を
も
っ
て
学
ん
だ
結
果
と
過
程
を
振
り
返
る
。【

自
己
評
価
】

○
　

本
時

の
「

自
分

事
の

問
い

」
の

解
決

に
向

け
，

ど
の

よ
う

に
学

習
を

進
め

る
の

か
，

全
体

で
確

認
後
，

ペ
ア

で
確

認
し

合
う

こ
と

で
，

子
ど

も
一

人
一

人
が

見
通

し
を

も
っ

て
本

時
の

学
習

に
臨

む
こ

と
が

で
き

る

よ
う
に
す
る
。

○
　

単
元

導
入

時
に

書
い

た
文

章
と

終
末

に
書

き
上

げ
た

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

の
文

章
を

比
較

し
，

こ
れ

ま
で

の
単

元
で

の
学

び
を

振
り

返
る

こ
と

で
，

自
分

の
作

品
が

出
来

上
が

っ
た

経
緯

を
ま

と
め

て
お

く
こ

と
が

で
き

る

よ
う

に
す

る
。

☆
　
教
師
が
電
子
黒
板
に
作
品
の
モ
デ
ル
を
提
示
し
，「

学
び
合
い
」
の
目

的
と
視
点
な
ど
を
確
認
す
る
こ
と
で
，子

ど
も
一
人
一
人
が
「
学
び
合
い
」

の
見
通
し
を
も
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

○
　

同
じ

ク
ラ

ブ
に

所
属

す
る

子
ど

も
同

士
で

グ
ル

ー
プ

を
構

成
し
，

自

分
の

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

と
比

較
す

る
こ

と
で
，

説
明

の
仕

方
の

共
通

点
や

相
違

点
に

気
付

か
せ
，

自
分

の
表

現
に

つ
い

て
強

固
，

付
加
・

修
正

す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

○
　「

学
び
合
い
」
の
進
捗
に
合
わ
せ
て
，グ

ル
ー
プ
の
構
成
を
か
え
て
「
学

び
合

い
」

を
行

う
こ

と
で
，

自
分

の
表

現
を

強
固
，

付
加
・

修
正

す
る

機
会
を
多
く
も
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

◆
　

書
い

た
も

の
を

読
み

合
い

，
書

き
手

の
考

え
の

明
確

さ
な

ど
に

つ

い
て

意
見

を
伝

え
て

い
る

。【
書

く
能

力
：「

学
び

合
い

」】

○
　

グ
ル

ー
プ

で
の

「
学

び
合

い
」

で
話

題
に

な
っ

た
こ

と
を

全
体

で
話

し
合

う
こ

と
で

，
本

単
元

で
学

習
し

た
説

明
の

仕
方

の
工

夫
の

共
有

化

を
図

る
と

と
も

に
，

子
ど

も
の

作
品

の
表

現
の

よ
さ

に
対

し
て

称
賛

す

る
。

☆
　

子
ど

も
が

作
っ

た
作

品
を

電
子

黒
板

に
提

示
し

な
が

ら
説

明
す

る
こ

と
で

，
説

明
の

仕
方

の
よ

さ
を

全
体

で
視

覚
的

に
捉

え
る

こ
と

が
で

き

る
よ

う
に

す
る

。

○
　

四
観

点
で

単
元

を
振

り
返

り
，

自
己

評
価

す
る

こ
と

で
，

子
ど

も
一

人
一
人
が
自
己
の
変
容
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

　
今

日
は

ど
ん

な
学

習
を

し
て

い
き

ま
す

か
。

　
３
年
生
に
ク
ラ
ブ
活
動
の
楽
し
さ
を
分
か
り
や
す
く
伝
え
る
た
め
に
，
書
き
方
や
内
容
の
よ
さ
に
着
目
し

て
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
比
べ
ま
し
ょ
う
。（
「
学
び
合
い
」
の
目
的
と
視
点
）

　
単

元
の

学
習

を
振

り
返

り
ま

し
ょ

う
。

◯わ
：

分
か

っ
た

こ
と

◯で
：

で
き

た
こ

と

◯か
：

変
わ

っ
た

こ
と

◯い
：

生
か

し
た

い
こ

と

　
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
を

発
表

し
合

い
，

説
明

の
仕

方
の

よ
さ

を
伝

え
合

お
う

。

　
作

っ
た

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

を
読

み
合

い
ま

す
。

　
最

初
，

ぼ
く

は
こ

の
よ

う
に

（
単

元
導

入
時

の
文

章
）

書
い

て
い

た
の

を
，

こ
の

よ
う

に
（

単
元

終
末

の
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
）

書
き

直
し

ま
し

た
。

な
ぜ

か
と

い
う

と
，（

学
習

計
画

の
）

４
時

間
目

に
，

分
か

り
や

す
く

説
明

す
る

た
め

に
は

，
内

容
に

合
う

写
真

を
添

え
た

り
，

具
体

例
を

挙
げ

た
り

す
る

こ
と

を
学

習
し

た
か

ら
で

す
。

　
私

も
内

容
に

合
う

よ
う

に
写

真
を

入
れ

た
。

内
容

に
合

う
写

真
が

あ
る

と
，

や
っ

ぱ
り

分
か

り
や

す
い

な
。

　
　

　【
強
固
】

　
写

真
と

文
章

を
上

手
に

組
み

合
わ

せ
る

こ
と

で
，

分
か

り
や

す
い

説
明

に
な

り
ま

し
た

。
　

○
○

さ
ん

の
写

真
の

レ
イ

ア
ウ

ト
が

見
や

す
く

て
い

い
と

思
い

ま
し

た
。

　
ぼ

く
は

具
体

例
が

少
な

か
っ

た
か

な
。

○
○

く
ん

の
よ

う
に

，
具

体
例

を
も

う
少

し
詳

し
く

書
け

ば
，

３
年

生
に

分
か

り
や

す
く

伝
わ

る
か

も
し

れ
な

い
な

。
【
付
加
・
修
正
】

◯わ
　

写
真

を
使

う
と

分
か

り
や

す
い

説
明

に
な

る
こ

と
が

分
か

っ
た

。

◯で
　

内
容

の
ま

と
ま

り
ご

と
に

段
落

を
分

け
て

書
く

こ
と

が
で

き
た

。

◯か
　

友
達

の
ア

ド
バ

イ
ス

を
聞

い
て

，
写

真
を

か
え

て
説

明
で

き
た

。

◯い
　

他
の

教
科

で
も

，
説

明
す

る
と

き
に

使
え

る
よ

う
に

し
た

い
。

　
単

元
の

学
習

を
振

り
返

り
ま

す
。

見 通 す

つ か む

深 め る

調 べ る

味 わ う

高 め る

広 げ る 　

ま と め る

⑺⑶ ⑻

（
2
7）


	*2015指導案表紙1c
	**山下小学習指導案



